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第93期  中間報告書
平成28年4月1日から平成28年9月30日まで
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三井製糖は、
安心・信頼・天然の食品素材を
誠実に提供し、豊かなくらしに貢献します。

◦当上半期の概要
　当上半期におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済政策・金融政策を背景に、雇用・所得環境に一定の改善が見られ
ましたが、中国を始めとするアジア新興国等の景気減速や、英国の欧州連合（EU）離脱問題に加え、円高の進行などもあり、国
内景気の下振れ懸念が強まりました。個人消費につきましても、依然として力強さを欠く動きとなり、先行きへの不透明感は継
続しております。
　このような状況の中、当社グループは本年4月より第6次中期経営計画「Mitsui Sugar Revolution Phase3 （三井製糖2022へ
の道） 」（平成28年4月～平成30年3月）をスタートさせ、初年度計画の達成に向けた新たな施策の実行に着手してまいりました
結果、当上半期の業績は以下の通りとなりました。
　売上高は、砂糖事業が430億25百万円、フードサイエンス事業が74億52百万円、不動産事業が7億54百万円で合計512億32
百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益は、砂糖事業が17億74百万円、フードサイエンス事業が1億83百万円、不動産事業が2
億73百万円で合計22億31百万円（前年同期比14.1％減）となりました。
　営業外損益においては、受取ロイヤリティー35億60百万円を計上しましたが、タイ国関連会社の業績悪化を主因として持分
法による投資利益が前年同期を下回り、経常利益は58億00百万円（前年同期比7.3％減）となりました。一方、特別損益におい
ては前年同期に計上した投資有価証券評価損が当上半期は無く、親会社株主に帰属する四半期純利益は36億33百万円（前年同
期比4.5％増）となりました。なお、当中間配当につきましては、株主の皆様へのより適切な利益還元を実施するため、1株につ
き7円とさせていただきました（基準日：平成28年9月30日、支払開始日：平成28年12月2日）。また、平成28年10月1日を
もって普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施しており、期末配当につきましては1株当たり35円を予定しております。
何卒、株主各位の変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

株主の皆様には格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
本年6月22日をもって社長に就任いたしました雑賀でございます。93期上半期の事業概況をご報告す
るにあたり、ご挨拶を申しあげます。

砂糖を取り巻く環境は、今後も人口減少や少子高齢化の進行により、需要が年々漸減することが見込ま
れます。こうした環境下、当社が成長していくために、安全・安心な砂糖づくりに励むとともに、誤解
されがちな砂糖のイメージに対し、“脳の重要なエネルギー源”などの砂糖本来の機能や価値の浸透を
はかり、お客様に選んでいただける企業となるよう努めてまいります。そして新興国の経済成長に伴い
需要拡大が見込まれる海外市場でのさらなる展開、また長年蓄積した知見や技術を活かした食品素材、
介護食などへの事業のすそ野拡大、さらには新規事業領域への挑戦も進めてまいります。
これらを踏まえ、平成28年4月よりスタートした第6次中期経営計画「Mitsui Sugar Revolution 
Phase3 （三井製糖2022への道） 」では、第5次中期経営計画で蒔いた種を実らせるとともに新たな種
蒔きを継続してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後ともご支援を賜りますようよろしくお願い申しあげます。
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フードサイエンス事業
売上高74億52百万円（前年同期比1.5％増）

砂糖事業
売上高430億25百万円（前年同期比4.1％増）

不動産事業
売上高7億54百万円（前年同期比11.2％増）
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海外粗糖相場 （単位：セント）

・  海外粗糖相場については、期初は15セント半ばでスタートしたのち、世界的な需給逼迫見通しや商品市
場への投機筋の資金流入を受けて徐々に上昇し、6月には20セント後半に達しました。7月に入るとブ
ラジルの増産観測が強まり、しばらく相場上昇傾向は一服いたしましたが、その後再び同国の生産量の
伸びに頭打ち感が強まると、投機資金の流入も重なって相場は23セントに達し、22セント半ばで当第2
四半期末を迎えました。以上のような相場動向の中、当社では慎重な原料糖調達に努めてまいりました
が、前年同期比では原料費が増加いたしました。

・  生産面では、原油相場の低位推移を背景としたガスの調達コスト低下などから、前年同期比で製造変動
費が減少いたしました。

・  販売面では、家庭用製品は前年同期を下回りましたが、業務用につきましては飲料ユーザー向けなどの
販売が好調で前年同期をやや上回り、家庭用・業務用の合計は概ね前年並みとなりました。また、原料
仕入れコストの上昇に対応し、9月下旬に出荷価格の引上げを実施いたしました。

・  連結子会社については、北海道糖業㈱で販売が堅調に推移し、生和糖業㈱においても販売量の増加・販
売価格の上昇があったほか、㈱平野屋の貢献もあり、増収増益となりました。

・売上高430億25百万円（前年同期比4.1％増）、営業利益17億74百万円（同12.5％減）

業績概要 業績概要

業績概要

・  パラチノースの売上高が前年同期を上回り、仕入価格も安定的に
推移したことから売上総利益率が改善いたしました。

・  連結子会社については、㈱タイショーテクノス、ニュートリー㈱
ともに販売が好調に
推 移 し た も の の、
ニュートリー㈱にお
ける工場増設など事
業拡大に伴う先行投
資を行ったこともあ
り、前年同期比で増
収減益となりました。

・売上高74億52百万
円（前年同期比1.5％
増）、営業利益1億83
百万円（同13.1％減）

・  岡山県で新規に物流センターの賃貸ならびにメガソーラー発電を開
始したことで、売上高は前年同期を上回りましたが、それに伴う初
期費用の発生等により、営業利益は前年同期を下回りました。
・売上高7億54百万円
（前年同期比11.2％
増）、営業利益2億73
百万円（同23.7％減）
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当第2四半期
（自 平成28年4月1日　至 平成28年9月30日）

前第2四半期
（自 平成27年4月1日　至 平成27年9月30日）
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キャッシュ・フロー
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キャッシュ・フロー

9,296

期首
残高
16,169

四半期末
残高
15,612

投資活動による
キャッシュ・フロー

△6,119

財務活動による
キャッシュ・フロー
△7,082

営業活動による
キャッシュ・フロー
12,644

当第2四半期前第2四半期
（自 平成28年4月1日　至 平成28年9月30日）（自 平成27年4月1日　至 平成27年9月30日）

◆資産合計
前期末比5,833百万円減少し114,667百万円
・  原材料及び貯蔵品の増加1,590百万円、リース投資資産の増加6,014百万円等
・商品及び製品の減少7,655百万円、建設仮勘定の減少4,242百万円等

◆負債合計
前期末比8,121百万円減少し34,978百万円
・  借入金の減少6,382百万円、支払手形及

び買掛金の減少1,759百万円等

◆売上高及び営業利益
売上高は前年同期比1,899百万円増加し51,232百万円、営業利益は前年同期比
365百万円減少し2,231百万円

◆経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益
経常利益は前年同期比453百万円減少し5,800百万円、親会社株主に帰属する
四半期純利益は前年同期比154百万円増加し3,633百万円

◆営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動による資金の増加は9,296百万円
・  税金等調整前四半期純利益5,756百万円、減価償却費2,026百万円、たな卸

資産の減少5,980百万円等により資金が増加
・法人税等の支払2,712百万円等により資金が減少

◆投資活動によるキャッシュ・フロー
投資活動による資金の減少は2,930百万円
・有形固定資産の取得3,196百万円等による

◆財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動による資金の減少は7,500百万円
・借入金の純減少6,382百万円、配当金の支払1,065百万円等による

◆純資産合計
前期末比2,287百万円増加し79,688百万円
・  親会社株主に帰属する四半期純利益3,633

百万円、剰余金の配当1,068百万円等
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TOPICS

料理家コウケンテツ氏との活動
　当社と料理研究家コウケンテツ氏との活動は、平成21年からス
タートし、今年８年目となります。
　砂糖に対するネガティブな風潮もある中で、コウ氏は一貫して基
本調味料である砂糖の重要性を主張してきました。さらに、甘さだ
けではない砂糖の調理効果と活用術を活かしたオリジナルレシピの
作成に取り組み、様々な広告やイベントで発信しています。
　今年９月に、当社が制作協力した書籍「砂糖が決め手！コウケン
テツのまたつくりたくなる定番レシピ」が、NHK出版より刊行され
ました。当社とコウ氏の活動の集大成ともいえるこの本では、砂糖
を最大限に活用したオリジナルレシピ53点を調理効果で分類して収
録し、さらに「お砂糖ができるまで」「お砂糖のQ＆A」「スローカロ
リー」など、砂糖に関わる情報が満載です。全国書店で発売中です。
　当社では今後も、和食における砂糖の役割、機能を活かした使い
方などを広く発信してまいります。

スローカロリープロジェクト
　当社は、ゆっくり消化吸収される機能を持つ天然の糖質“パラチノース®”に着目し、研究活動を
進めてまいりましたが、医療分野やスポーツ分野での評価と賛同企業の増加を背景に、平成26年７ 
月から「食事をゆっくり吸収させて、元気で健康な体を創る」を目標とした『スローカロリープロ

ジェクト』をより積極的に展開しています。
　今年の６月には老舗のフルーツ専門店新宿高野本店に
て、旬のフルーツとスローカロリーシュガーを使ったス
イーツの調理と試食を行い、美味しいフルーツデザート
を食べながら、ゆっくり消化吸収される糖を摂取する「糖
質スローオン」について理解を深めていただきました。
　こうした活動の結果、スローカロリーをコンセプトと
するスイーツ店も増加し、『スローカロリープロジェクト』
はますます広がりをみせています。

2砂糖啓発活動1

オリジナルレシピ本

イベントの様子

物流センターの竣工
　当社は、旧岡山工場跡地13,212坪を利用
して、物流センターの建設を進めてまいりま
したが、平成28年８月予定通り竣工いたしま
した。昨年の７月に着工し、１年以上の工事
期間を経て、延床面積12,804坪の巨大な建
物が完成いたしました。１階は冷凍冷蔵倉庫、
２階は常温倉庫となっており、自動ラック倉庫 
を備えた大型物流センターです。テナントはイオングループの物流を手掛けるイオングローバル
SCM株式会社で、中国地方における物流の中枢を担う施設として９月より本格稼働を開始して 
おり、岡山県内全域のほか、広島、鳥取などのイオングループ各社へ商品の供給を行っております。

メガソーラー発電事業開始
　また、本施設建物上部を活用して、当社初
となるメガソーラー発電事業を開始いたしま
し た。 建 物 上 部 に250Wの 太 陽 光 パ ネ ル
7,602枚を設置し、太陽電池容量は1.9MW、
年間発電量は190万kWhを見込んでおり、こ
れは一般家庭およそ500世帯分の年間消費電
力量に相当します。７月より売電を開始し、
環境面からも社会に貢献してまいります。

岡山工場跡地の再開発

物流センター外観

屋根には太陽光パネル

5 6
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　当社は、株主の皆様の日頃のご支援に感謝の意を表するとともに、当社商品をよりご理解いただ
くこと、また、当社株式の投資魅力を高め、中長期的により多くの株主様に当社株式を保有してい
ただくことを目的として平成26年より株主優待制度を導入いたしました。
　このたび、平成28年10月１日付で単元株式数の
変更および株式併合を実施したことを踏まえ、一
定の株式数を保有してくださる株主様への還元率
を向上させ、より一層投資魅力を高めることを目
的として、平成29年３月末の株主名簿に記録され
た株主様への優待より以下の通り株主優待制度を
変更することといたしました。
　なお、発送時期は従来通り毎年７月上旬を予定
しております。

変更の内容
変更前 変更後

保有株式数※ 優待内容 保有株式数 優待内容

1,000株未満 （優待対象外）
100株未満 （優待対象外）

100株以上1,000株未満 3,000円相当の自社製品等

1,000株以上 3,000円相当の自社製品等
1,000株以上

3,000円相当の自社製品等
および2,000円相当の金券等

※株式併合前の株式数を表示しています。

株主優待制度の変更

前回の優待内容

NPO法人「徳之島虹の会」講演会・写真展開催
　当社は、豊かな自然の恵みを次世代へ引き継いでいくために環境活動を
推進しており、今年度は鹿児島県・徳之島のNPO法人「徳之島虹の会」を
当社にお招きし、「徳之島における生物多様性の保全と世界自然遺産登録
に向けた住民の取組み」をテーマに講演会と写真展を開催しました。
　徳之島は天然記念物が57種指定されている自然豊かな島で、当社は、
砂糖の原料として徳之島産のサトウキビ原料糖を調達するなど関わりを
持っていることから、平成24年よりNPO法人「徳之島虹の会」の生物多
様性保全活動の支援を開始しました。「徳之島虹の会」は希少動植物の生
態調査や島民の環境教育などを行っており、平成26年には環境大臣賞を
受賞しています。
　これからも当社は天然素材のサトウキビから作られる砂糖を提供する企業として、環境、生物多様
性の保全に取り組んでまいります。
徳之島虹の会：ホームページ http://www.shimaniji.net/

東北・熊本復興支援
　当社では、５月８日に地震被災地である熊本県益城町の避難所を訪問し、コウケンテツ氏とともに
特製「参鶏湯（サムゲタン）」の炊き出しを行いました。夏の薬膳料理として提供されることも多い、

栄養たっぷりの温かい鶏肉スープで、元気と笑顔を届けるこ
とができました。
　また、８月20日には東北の復興を手助けすべく平成26年か
ら毎年参加をしている「いわぬま市民まつり」に今年も参加し、
子供たち向けに綿菓子を無料で提供いたしました。当日は台
風11号が接近しており開催が心配されましたが、無事、子供
たちに綿菓子を配ることができました。
　当社はこれからも、被災地の一日も早い復旧・復興に向け
支援活動を継続してまいります。

社会貢献活動

いわぬま市民まつり

徳之島の生態系調査
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会社の概要（平成28年9月30日現在）

取締役及び監査役（平成28年9月30日現在）

株式の状況（平成28年9月30日現在） ▌株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日 定時株主総会の議決権は、3月31日

期末配当は、3月31日
なお、中間配当をするときは、9月30日

公告掲載URL http://www.mitsui-sugar.co.jp/
単元株式数 100株
証券コード 2109
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特別口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
なお、株主様の各種お手続（特別口座に記録された株式を除く）は、株主様が口座を開設されてい
る証券会社を通じて行っていただくことになっておりますので、お取引の証券会社にお問い合わ
せください。

この印刷物はFSC認証紙を
使用しています。

この印刷物は植物油インキ
で作成されています。

〒103-8423　電話（03）3663-3111（代表）

http://www.mitsui-sugar.co.jp/
東京都中央区日本橋箱崎町36番2号見やすいユニバーサルデザイン

フォントを採用しています。

商 号 三井製糖株式会社
本 社 東京都中央区日本橋箱崎町36番2号
主要な事業 精製糖並びに砂糖関連商品の製造、販売
設 立 昭和22年9月4日
資 本 金 7,083,000,000円
使 用 人 数 連結：946名（前期末比15名増）

単体：345名（前期末比10名増）
会計監査人 有限責任監査法人トーマツ

代 表 取 締 役 社 長 雑 賀 大 介
取 締 役 多 　 胡 　 祐 太 郎
取 締 役 野 村 淳 一
取 締 役 三 箇 山 　 秀 　 之
取 締 役 前 田 　 馨
取 締 役 服 部 治 行
取 締 役 大 江 正 彦
取 締 役 半 田 純 一
監 査 役 （ 常 勤 ） 福 永 　 尚
監 査 役 （ 常 勤 ） 林 　 洋 一
監 査 役 西 山 　 茂
監 査 役 飯 島 一 郎

（注）1．  取締役　前田　馨、服部治行、大江正彦、半田純一の各氏は、 
社外取締役であります。

 2．  監査役　福永　尚、西山　茂、飯島一郎の各氏は、 
社外監査役であります。

発行可能株式総数……………………………… 300,000,000株
発行済株式の総数……………………………… 141,667,400株
 （うち自己株式8,146,508株）

株主数…………………………………………………… 12,656名

大株主（平成28年9月30日現在）
株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

三 井 物 産 株 式 会 社 43,045 32.24
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 6,823 5.11
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,012 4.50
豊 田 通 商 株 式 会 社 5,000 3.74
三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 2,554 1.91
双 日 株 式 会 社 2,500 1.87
株 式 会 社  三 井 住 友 銀 行 2,430 1.82
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 1,983 1.49
双 日 食 料 株 式 会 社 1,920 1.44
BBH FOR FIDELITY LOW－PRICED STOCK FUND 
（PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO） 1,896 1.42

（注）1．持株比率は、自己株式を控除して算出しております。
 2．  発行済株式（自己株式8,146,508株を除く）の総数に対するその

有する株式の数の割合が高いことにおいて、上位となる10名の株
主を記載しております。

この報告書の印刷で使用す
る電力のうち100kWhは
バイオマス発電のグリーン
電力を利用しています。

株式併合及び単元株式数の変更に関するお知らせ

株式併合

当社は第92回定時株主総会の決議に基づき、平成28年10月1日を効力発生日として株式併合及び単元株式数の変更を行いました。
株主様におかれましては特に必要なお手続きはございません。

投資単位を適切な水準に調整することを目的として、当社の普通株式5株を1株の割合で併合いたしました。今回の株式併合により株主様の
ご所有株式数は5分の1となりましたが、株式併合の前後で会社の資産や資本の状況は変わりませんので、1株当たりの資産価値は5倍になり
ます。したがって、株式市況の変動等他の要因を別にすれば、株式併合によって株主様がご所有の当社株式の資産価値に影響が生じることは
ありません。なお、株式併合後の株価につきましても、理論上は株式併合前の5倍となります。株式併合の結果、1株に満たない端数株式が
生じた株主様に対しましては、これに相当する金額を今回の中間配当金と併せてお支払いいたします。

単元株式
数の変更

全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を公表し、全国証券取引所に上場する国内会社の普通株式の売買単位を100株に集
約することを目指しています。当社も、東京証券取引所に上場する企業としてこの趣旨を尊重し、単元株式数を1,000株から100株に変更い
たしました。

http://www.mitsui-sugar.co.jp/

ホームページのご案内

当社に関する情報は、
ホームページでもご覧
いただけます。

主な子会社（平成28年9月30日現在）
会 社 名 主要な事業内容

スプーンシュガー株式会社 砂糖の包装・荷役・製袋、加工糖の製造
株式会社タイショーテクノス 食品添加物等の製造・販売
生 和 糖 業 株 式 会 社 原料糖の製造・販売
北 海 道 糖 業 株 式 会 社 ビート糖及び機能性食品等の製造・販売
株 式 会 社 平 野 屋 食品等の製造・販売
ニュートリー株式会社 栄養療法食品及び嚥下障害対応食品

などの開発、製造及び販売

9 10

会社概要／株式情報 Corporate Profile / Stock Information



（証券コード 2109）

第93期  中間報告書
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